
平成26年3月（当初）

千 葉 県 長 生 村

社会資本総合整備計画（第１回変更）

長生村における防災・減災まちづくり（防災・安全）

平成28年3月（第1回変更）



長生村における防災・減災まちづくり（防災・安全）

平成26年度　～　平成28年度　（3年間） 長生村

・沿岸地域居住者における避難困難者数を　　550人（Ｈ25）から0人（Ｈ28）に減少させる
・自主防災組織の団体数を　　　　　　　　　7団体（Ｈ25）から35団体（Ｈ28）に増加させる

（H26当初） （H28末）

Ａ1　基幹事業（都市防災総合推進事業）

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 全体事業費 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30 （百万円） 策定状況

1-A-1 都市防災 一般 長生村 直接 長生村 97.8 －

1-A-2 都市防災 一般 長生村 直接 長生村 119.6 －

1-A-3 都市防災 一般 長生村 直接 長生村 64.9 －

1-A-4 都市防災 一般 長生村 直接 長生村 48.3 －

1-A-5 都市防災 一般 長生村 直接 長生村 156.6 －

1-A-6 都市防災 一般 長生村 直接 長生村 123.2 －

1-A-7 都市防災 一般 長生村 直接 長生村 319.7 －

1-A-8 都市防災 一般 長生村 直接 長生村 3.8 －

1-A-9 都市防災 一般 長生村 直接 長生村 10か所 3.4 －

1-A-10 都市防災 一般 長生村 直接 長生村 29.6 －

合計 966.9 －

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 全体事業費

種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30 （百万円）

25 25 25 25 25

合計 －

番号 一体的に実施することにより期待される効果

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 全体事業費

種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30 （百万円）

1-C-1 都市防災 一般 長生村 直接 長生村 25 25 25 25 25 4.2

1-C-2 都市防災 一般 長生村 直接 長生村 25 25 25 25 25 2.5

1-C-3 都市防災 一般 長生村 直接 長生村 25 25 25 25 25 20.0

1-C-4 都市防災 一般 長生村 直接 長生村 25 25 25 25 25 6.6

合計 33.3

番号 一体的に実施することにより期待される効果

1-C-1

1-C-2

1-C-3

1-C-4

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業

事業 地域 交付 直接
種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

番号

別紙５－２

社会資本総合整備計画 平成２８年３月１４日

計画の名称 重点計画の該当

計画の期間 交付対象

計画の目標

沿岸部の津波避難対策による災害に強いまちづくりを推進する。
　　①地震、津波などに対する防災・減災対策による安全安心な基盤づくり
　　②村民の防災意識向上や地域コミュニティの醸成

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値
（H27末）

550人 200人 0人

自主防災組織の団体数
　・防災・減災に関する基盤整備を急ぐとともに、住民の防災に対する意識向上効果を図るため、自主防災組織の団体数を計測

7団体 30団体 35団体

3.4%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

沿岸地域居住者における避難困難者数
　・想定される津波到達時間までに一次避難地等に避難困難な人数

長生村津波避難施設整備検討業務83ページ文
章参照

村地域防災計画共通編25ページ文章参照

交付対象事業

－ Ｃ 33.3百万円 Ｄ －
効果促進事業費の割合

全体事業費 合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

1,000.2百万円 Ａ 966.9百万円 Ｂ

番号

備考

潮位監視ライブカメラ設置、停電時用
バッテリー各１

長生村

災害避難照明 太陽光発電型の照明灯10基 長生村

L=790m、W＝5.0～6.0ｍ 長生村

避難部面積　290人（0.5㎡/人）以上

注意喚起施設

市町村名
事業実施期間（年度）

備考

長生村

長生村

長生村

避難部面積　110人（0.5㎡/人）以上 長生村

長生村

新規子局設置１基 長生村

10か所、無線通信装置10機
非常用自家発電機10機

長生村

番号 事業内容 市町村名事業者 要素となる事業名

長生村

長生村L=700m、W＝5.0ｍ

番号
事業内容

市町村名

基幹事業（1-A-1～1-A-6、1-A-9）の避難路及び避難地の整備とともに、円滑な避難誘導を促す。

基幹事業（1-A-1～1-A-6、1-A-10）の避難路及び避難地の整備とともに、迅速な情報提供を促す。

基幹事業（1-A-1～1-A-6、1-A-10）の避難路及び避難地の整備とともに、夜間等の円滑な避難誘導を促す。

基幹事業によるハード整備とともに、住民等への防災・減災関連施設の認知や防災意識の向上を促す。

番号 事業者 事業内容 市町村名

防災訓練支援事業

要素となる事業名

一体的に実施することにより期待される効果 備考

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円） 備考

（面積等）
事業者

要素となる事業名
（事業箇所）

備考

事業実施期間（年度）
備考

防災ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ・訓練用備品等 長生村

事業者 要素となる事業名

2階建+屋上、340人以上

[地区公共]村道2-5号線他1蟹道地先避難路整備事業

[地区公共]村道1143号線他1大根地先避難路整備事業

[地区公共]村道1146号線他1大根地先避難路整備事業

[地区公共]村道3075号線下村地先橋梁新設整備事業

[地区公共]一松中部城之内地先築山公園整備事業

歩行者・自転車用　L=10m

[地区公共]一松南部竜宮台地先築山公園整備事業

事業内容

[防災まちづくり拠点]一松北部驚地先避難施設兼集会所整備事業

[防災情報通信ネットワーク]金田地先防災無線整備事業　

[地区公共]一松小学校マンホールトイレ整備事業

[防災情報通信ネットワーク]避難情報ネットワーク整備事業

L=770m、W＝5.0～6.0ｍ

備考

スピーカー及び赤色回転灯、停電時用
バッテリー各１

長生村

潮位監視ライブカメラ等整備



（参考図面）防災・安全交付金　市街地整備

計画の名称 長生村における防災・減災まちづくり（防災・安全）

計画の期間 平成26年度　～　平成28年度　（3年間） 長生村交付対象

防災・安全交付金事業箇所図 平成２６～２８年度

1-A-6
築山公園整備
（地区公共施設等整備）
一松南部地区
底地３，９００㎡ 高さ８．２ｍ
収容人員１１０名

1-A-4

橋梁新設整備
（地区公共施設等整備）
村道３０７５号線 下村地先
自転車・歩行者用 Ｌ=１０ｍ

1-A-8
防災無線
（防災情報通信ネットワーク）
金田地先（国道128号線南側）

1-C-2
潮位監視ライブカメラ設置
（効果促進事業）
驚地先（太陽の里前）
潮位監視ライブカメラ設置 １台

1-A-7
避難施設兼集会所
（防災まちづくり拠点）
一松北部地区 鉄筋コンクリート造
２階＋屋上 収容人員３４０人

1-A-5
築山公園整備
（地区公共施設等整備）
一松中部地区
底地９，６００㎡ 高さ８ｍ
収容人員２９０名

1-C-3
災害関連照明
（効果促進事業）
避難路指定道路 １０箇所

1-A-10
防災情報ﾈｯﾄﾜｰｸ整備事業
（防災情報通信ネットワーク）
各避難所１０箇所を無線で
データ通信を可能とする

1-C-4
防災訓練支援
（効果促進事業）
村全体・自主防災組織等
各避難所・避難路にて実施

1-A-2
避難路整備
（地区公共施設等整備）
村道１１４３号線他１ 大根地先
Ｌ=７９０ｍ Ｗ＝５．０～６．０ｍ
避難誘導案内板 ２基

■津波浸水ライン

1-A-9
マンホールトイレ整備事業
（地区公共施設等整備）
一松小学校 10箇所

中央公民館

長生村役場

1-C-1

注意喚起施設
（効果促進事業）
驚地先（海水浴場内）
スピーカー及び赤色回転灯 １基

高根地区

八積地区

一松地区

内
谷
川

太
平
洋

村境

1-A-1
避難路整備
（地区公共施設等整備）
村道２－５号線他１ 蟹道地先
Ｌ=７７０ｍ Ｗ＝５．０～６．０ｍ
避難誘導案内板 ２基

1-A-3
避難路整備
（地区公共施設等整備）
村道１１４６号線他１ 大根地先
Ｌ=７００ｍ Ｗ＝５．０ｍ
避難誘導案内板 ４基
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